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(57)【要約】

【課題】停電による試験不良のリスクを低コストで回避

できるようにするとともに、乾燥状態から湿潤状態ある

いはその逆への移行速度を速くし、複数の試験片の環境

条件を時間的にも空間的にも均質化することができる乾

湿交番試験装置を提供すること。

【解決手段】所定条件に保たれた試験用水を貯留する湿

潤用槽１と、この湿潤用槽１の上に連続して設けられ、

所定温度に保たれた空気を保持する乾燥用槽２と、この

乾燥用槽２と湿潤用槽１との間で塗料試験片３を所定の

乾湿交番時間間隔で移動させ、塗料試験片３の乾燥と湿

潤を繰り返す試験片移動装置４とを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 試 験 用 水 を 貯 留 す る 湿 潤 用 槽 と 、 該 湿 潤 用 槽 の 上 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 室 か ら な る

乾 燥 用 槽 と 、 該 乾 燥 用 槽 と 湿 潤 用 槽 と の 間 で 塗 料 試 験 片 を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 移 動

さ せ 、 塗 料 試 験 片 の 乾 燥 と 湿 潤 を 繰 り 返 す 試 験 片 移 動 装 置 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 乾

湿 交 番 試 験 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 試 験 片 移 動 装 置 を 、 塗 料 試 験 片 を 取 り 付 け る 枠 体 と 、 該 枠 体 を 上 下 動 さ せ る エ ア シ リ ン

ダ と 、 該 エ ア シ リ ン ダ を 駆 動 す る エ ア タ ン ク を 備 え た コ ン プ レ ッ サ と 、 コ ン プ レ ッ サ の エ

ア タ ン ク か ら エ ア シ リ ン ダ に 作 動 空 気 を 送 る 電 磁 弁 を 備 え た 給 気 機 構 と 、 エ ア シ リ ン ダ を

所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 作 動 さ せ る た め の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム と 、

無 停 電 電 源 装 置 と か ら 構 成 し 、 少 な く と も 、 前 記 給 気 機 構 の 電 磁 弁 及 び 乾 湿 交 番 時 間 間 隔

決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム を 無 停 電 電 源 装 置 で 稼 働 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ 記 載 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 乾 湿 交 番 試 験 装 置 に 関 し 、 特 に 、 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 低 コ ス ト で

回 避 で き る よ う に す る と と も に 、 乾 燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速

く し 、 複 数 の 試 験 片 の 環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ と が で き る 乾 湿 交 番

試 験 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 例 え ば 、 船 体 は 、 海 水 に 浸 か っ た り 乾 燥 し た り す る 乾 湿 状 態 を 繰 り 返 す こ と か ら 、 こ う

し た 厳 し い 環 境 か ら 保 護 す る た め に 重 防 食 塗 料 等 で 塗 装 さ れ て い る 。

　 こ れ ら の 塗 料 は 、 さ ま ざ ま な 気 候 や 塗 装 条 件 に 合 わ せ て 種 々 開 発 さ れ て い る が 、 そ の 被

膜 の 耐 久 性 や 耐 候 性 を 調 べ る た め に 乾 湿 交 番 試 験 に 供 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 と し て 、 塗 料 試 験 片 を 入 れ た 試 験 水 槽 と 、 別 の 空 の 揚 水 水 槽 と

を 設 置 す る と と も に 、 こ れ ら 試 験 水 槽 と 揚 水 水 槽 と を ポ ン プ を 備 え た 配 管 で 連 絡 し た も の

が あ る 。

　 そ し て 、 こ の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 試 験 水 槽 と 揚 水 水 槽 と の 間 で 、 ポ ン プ に よ っ て 海 水

を 入 れ 替 え る こ と に よ り 、 試 験 水 槽 を 乾 燥 状 態 と 湿 潤 状 態 と に 所 定 の 時 間 間 隔 で 切 り 替 え

る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 試 験 水 槽 を 乾 湿 交 番 状 態 に す る た め に

、 海 水 を ポ ン プ で 入 れ 替 え な け れ ば な ら な い こ と か ら 、 ポ ン プ を 駆 動 す る 大 き な 動 力 電 源

が 必 要 と な り 、 こ の た め 、 無 停 電 電 源 装 置 を 利 用 し よ う と し て も 実 質 的 に は 使 用 す る こ と

が で き ず 、 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 回 避 す る こ と が 困 難 で 継 続 的 な 実 験 が 行 え な く

な る と い う 問 題 が あ っ た 。

　 ま た 、 試 験 水 槽 の 海 水 は ポ ン プ に よ っ て 入 れ 替 え ら れ る た め 、 乾 燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ

る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 が 遅 く 、 上 下 に 位 置 す る 試 験 片 の 環 境 条 件 が 時 間 的 に も 空 間 的

に も 均 質 化 さ れ に く い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 が 有 す る 問 題 点 に 鑑 み 、 停 電 に よ る 試 験 不 良 の

リ ス ク を 低 コ ス ト で 回 避 で き る よ う に す る と と も に 、 乾 燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の

逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 複 数 の 試 験 片 の 環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ

と が で き る 乾 湿 交 番 試 験 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 試 験 用 水 を 貯 留 す る 湿 潤 用 槽

と 、 該 湿 潤 用 槽 の 上 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 室 か ら な る 乾 燥 用 槽 と 、 該 乾 燥 用 槽 と 湿 潤

用 槽 と の 間 で 塗 料 試 験 片 を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 移 動 さ せ 、 塗 料 試 験 片 の 乾 燥 と 湿 潤

を 繰 り 返 す 試 験 片 移 動 装 置 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 試 験 片 移 動 装 置 を 、 塗 料 試 験 片 を 取 り 付 け る 枠 体 と 、 該 枠 体 を 上 下

動 さ せ る エ ア シ リ ン ダ と 、 該 エ ア シ リ ン ダ を 駆 動 す る エ ア タ ン ク を 備 え た コ ン プ レ ッ サ と

、 コ ン プ レ ッ サ の エ ア タ ン ク か ら エ ア シ リ ン ダ に 作 動 空 気 を 送 る 電 磁 弁 を 備 え た 給 気 機 構

と 、 エ ア シ リ ン ダ を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 作 動 さ せ る た め の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ

イ マ ー シ ス テ ム と 、 無 停 電 電 源 装 置 と か ら 構 成 し 、 少 な く と も 、 前 記 給 気 機 構 の 電 磁 弁 及

び 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム を 無 停 電 電 源 装 置 で 稼 働 で き る よ う に 構 成 す る

こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 に よ れ ば 、 試 験 用 水 を 貯 留 す る 湿 潤 用 槽 と 、 該 湿 潤 用 槽 の 上

に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 室 か ら な る 乾 燥 用 槽 と 、 該 乾 燥 用 槽 と 湿 潤 用 槽 と の 間 で 塗 料 試

験 片 を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 移 動 さ せ 、 塗 料 試 験 片 の 乾 燥 と 湿 潤 を 繰 り 返 す 試 験 片 移

動 装 置 と を 備 え る こ と か ら 、 試 験 片 移 動 装 置 に 、 小 さ な 動 力 電 源 で 制 御 で き る エ ア シ リ ン

ダ を 使 用 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 無 停 電 電 源 装 置 を 利 用 し て 、 停 電 に よ る 試 験 不 良

の リ ス ク を 低 コ ス ト で 回 避 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 料 試 験 片 を 上 下 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 乾 湿 交 番 を 繰 り 返 す こ と か ら 、 乾 燥

状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 上 下 に 位 置 す る 複 数 の 試 験 片 の

環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 試 験 片 移 動 装 置 を 、 塗 料 試 験 片 を 取 り 付 け る 枠 体 と 、 該 枠 体 を 上 下 動 さ せ る エ ア

シ リ ン ダ と 、 該 エ ア シ リ ン ダ を 駆 動 す る エ ア タ ン ク を 備 え た コ ン プ レ ッ サ と 、 コ ン プ レ ッ

サ の エ ア タ ン ク か ら エ ア シ リ ン ダ に 作 動 空 気 を 送 る 電 磁 弁 を 備 え た 給 気 機 構 と 、 エ ア シ リ

ン ダ を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 作 動 さ せ る た め の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ

ム と 、 無 停 電 電 源 装 置 と か ら 構 成 し 、 少 な く と も 、 前 記 給 気 機 構 の 電 磁 弁 及 び 乾 湿 交 番 時

間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム を 無 停 電 電 源 装 置 で 稼 働 で き る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、

停 電 時 も エ ア タ ン ク に 貯 留 し た 圧 縮 空 気 に よ っ て エ ア シ リ ン ダ を 駆 動 さ せ る こ と が で き 、

短 時 間 の 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 低 コ ス ト で 回 避 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 料 試 験 片 を 上 下 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 乾 湿 交 番 を 繰 り 返 す こ と か ら 、 乾 燥

状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 上 下 に 位 置 す る 複 数 の 試 験 片 の

環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ ～ 図 ２ に 、 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 。

　 こ の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 所 定 条 件 に 保 た れ た 試 験 用 水 を 貯 留 す る 湿 潤 用 槽 １ と 、 こ の

湿 潤 用 槽 １ の 上 に 連 続 し て 設 け ら れ 、 所 定 温 度 に 保 た れ た 空 気 を 保 持 す る 乾 燥 用 槽 ２ と 、

こ の 乾 燥 用 槽 ２ と 湿 潤 用 槽 １ と の 間 で 塗 料 試 験 片 ３ を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 移 動 さ せ

、 塗 料 試 験 片 ３ の 乾 燥 と 湿 潤 を 繰 り 返 す 試 験 片 移 動 装 置 ４ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 湿 潤 用 槽 １ は 所 要 の 容 積 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク 等 の 水 槽 か ら な り 、 貯 留 す る 試 験 用 水 は

、 塗 料 劣 化 を 促 進 さ せ 評 価 す る こ と を 目 的 と し て 、 所 定 の 温 度 や 塩 分 濃 度 、 ｐ Ｈ 等 に 保 た
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れ た 試 験 用 人 工 海 水 が 使 用 さ れ て い る 。

　 試 験 用 人 工 海 水 は 、 リ ザ ー ブ タ ン ク １ １ に も 貯 留 さ れ て お り 、 試 験 用 水 を 、 フ ィ ル タ 装

置 １ ２ 、 ポ ン プ Ｐ を 介 し て 、 湿 潤 用 槽 １ に 補 充 で き る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 乾 燥 用 槽 ２ は 、 湿 潤 用 槽 １ の 上 に 連 続 し て 一 体 に 設 け ら れ た プ ラ ス チ ッ ク 等 の 箱 体 か ら

な り 、 こ の 乾 燥 用 槽 ２ と 湿 潤 用 槽 １ と で 直 方 体 状 の 閉 塞 さ れ た 空 間 を 形 成 し て い る 。

　 乾 燥 用 槽 ２ に は 、 所 定 温 度 に 保 た れ た 乾 燥 空 気 が 保 持 さ れ て お り 、 こ の 乾 燥 用 槽 ２ に 移

動 し た 塗 料 試 験 片 ３ は 、 透 明 の 窓 部 （ 図 示 省 略 ） か ら 目 視 に よ り 確 認 で き る よ う に な っ て

い る 。

　 ま た 、 乾 燥 用 槽 ２ に は 、 ブ ロ ア ２ １ か ら 温 風 が 導 入 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 試 験 片 移 動 装 置 ４ は 、 多 数 の 塗 料 試 験 片 ３ を 取 り 付 け る 枠 体 ５ と 、 こ の 枠 体 ５ を 外 部 の

ロ ッ ド ６ １ を 介 し て 上 下 動 さ せ る エ ア シ リ ン ダ ６ と 、 こ の エ ア シ リ ン ダ ６ を 駆 動 す る エ ア

タ ン ク ７ １ を 備 え た コ ン プ レ ッ サ ７ と 、 無 停 電 電 源 装 置 に 接 続 さ れ 、 エ ア シ リ ン ダ ６ を 所

定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 作 動 さ せ る 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム （ 図 示 省 略 ）

と を 備 え て い る 。

　 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム は 、 エ ア シ リ ン ダ ６ の 制 御 部 ６ ２ に 設 置 さ れ て

お り 、 タ イ マ ー に よ り エ ア シ リ ン ダ ６ に 作 動 空 気 を 送 る 給 気 機 構 の 電 磁 弁 ６ ３ を 切 り 替 え

て 、 エ ア シ リ ン ダ ６ の シ リ ン ダ ロ ッ ド を 上 下 に 駆 動 す る 。

　 こ の 場 合 、 給 気 機 構 の 電 磁 弁 ６ ３ 及 び 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム は 、 大 き

な 動 力 電 源 を 必 要 と せ ず 、 停 電 時 に は 、 無 停 電 電 源 装 置 に よ っ て 給 気 機 構 の 電 磁 弁 ６ ３ を

切 り 替 え 、 コ ン プ レ ッ サ ７ の エ ア タ ン ク ７ １ に 貯 留 し た 圧 縮 空 気 に よ っ て エ ア シ リ ン ダ ６

を 駆 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 乾 湿 交 番 試 験 は 、 例 え ば ４ ０ ℃ の 塩 水 中 に ６ 時 間 、 ４ ０ ℃ の 温 風 に ６ 時 間 を １ サ イ ク ル

と し た 繰 り 返 し で 、 試 験 期 間 は 例 え ば ３ ヶ 月 と い う 長 い ス パ ン で 継 続 し て 行 わ れ る 。

　 塩 水 は 、 例 え ば 、 塩 分 濃 度 ３ ０ ± ３ ｇ ／ Ｌ 、 ｐ Ｈ ６ ． ５ ～ ７ ． ２ の 条 件 で 、 水 量 計 、 温

度 計 、 塩 分 濃 度 計 、 ｐ Ｈ メ ー タ 及 び 屈 折 率 計 で 調 べ て 過 不 足 が な い よ う に 常 に 管 理 し て 調

整 さ れ る 。

　 試 験 期 間 後 の 調 査 項 目 は 膜 厚 、 目 視 及 び 付 着 力 試 験 の ３ 種 類 な ど と し 、 ３ ヶ 月 経 過 後 に

は 、 乾 湿 交 番 試 験 機 か ら 取 り 外 し た 試 験 片 は 、 例 え ば ２ ５ ℃ で ２ ４ 時 間 乾 燥 放 置 し た 後 、

評 価 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 か く し て 、 こ の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 所 定 条 件 に 保 た れ た 試 験 用 水 を 貯 留 す る 湿 潤 用 槽

１ と 、 こ の 湿 潤 用 槽 １ の 上 に 連 続 し て 設 け ら れ 、 所 定 温 度 に 保 た れ た 空 気 を 保 持 す る 乾 燥

用 槽 ２ と 、 こ の 乾 燥 用 槽 ２ と 湿 潤 用 槽 １ と の 間 で 塗 料 試 験 片 ３ を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔

で 移 動 さ せ 、 塗 料 試 験 片 ３ の 乾 燥 と 湿 潤 を 繰 り 返 す 試 験 片 移 動 装 置 ４ と を 備 え る こ と か ら

、 試 験 片 移 動 装 置 ４ に 、 小 さ な 動 力 電 源 で 制 御 で き る エ ア シ リ ン ダ ６ を 使 用 す る こ と が で

き 、 こ れ に よ り 、 無 停 電 電 源 装 置 を 利 用 し て 、 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 低 コ ス ト で

回 避 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 料 試 験 片 ３ を 上 下 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 乾 湿 交 番 を 繰 り 返 す こ と か ら 、 乾

燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 上 下 に 位 置 す る 複 数 の 試 験 片

３ の 環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 試 験 片 移 動 装 置 ４ を 、 塗 料 試 験 片 ３ を 取 り 付 け る 枠 体 ５ と 、 こ の 枠 体 ５ を 上 下 動

さ せ る エ ア シ リ ン ダ ６ と 、 こ の エ ア シ リ ン ダ ６ を 駆 動 す る エ ア タ ン ク ７ １ を 備 え た コ ン プ

レ ッ サ ７ と 、 コ ン プ レ ッ サ ７ の エ ア タ ン ク ７ １ か ら エ ア シ リ ン ダ ６ に 作 動 空 気 を 送 る 電 磁

弁 ６ ３ を 備 え た 給 気 機 構 と 、 エ ア シ リ ン ダ ６ を 所 定 の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 で 作 動 さ せ る た め

の 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム と 、 無 停 電 電 源 装 置 と か ら 構 成 し 、 少 な く と も

、 給 気 機 構 の 電 磁 弁 ６ ３ 及 び 乾 湿 交 番 時 間 間 隔 決 定 タ イ マ ー シ ス テ ム を 無 停 電 電 源 装 置 で
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稼 働 で き る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 停 電 時 も エ ア タ ン ク ７ １ に 貯 留 し た 圧 縮 空 気 に よ

っ て エ ア シ リ ン ダ ６ を 駆 動 さ せ る こ と が で き 、 短 時 間 の 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 低

コ ス ト で 回 避 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 塗 料 試 験 片 ３ を 上 下 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 乾 湿 交 番 を 繰 り 返 す こ と か ら 、 乾

燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 上 下 に 位 置 す る 複 数 の 試 験 片

の 環 境 条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 に つ い て 、 そ の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明

は 上 記 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 例 に 記 載 し た 構 成 を 適 宜 組

み 合 わ せ る な ど 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 そ の 構 成 を 変 更 す る こ と が で き

る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 は 、 停 電 に よ る 試 験 不 良 の リ ス ク を 低 コ ス ト で 回 避 す る と と

も に 、 乾 燥 状 態 か ら 湿 潤 状 態 あ る い は そ の 逆 へ の 移 行 速 度 を 速 く し 、 複 数 の 試 験 片 の 環 境

条 件 を 時 間 的 に も 空 間 的 に も 均 質 化 す る と い う 特 性 を 有 し て い る こ と か ら 、 塗 料 を は じ め

と す る あ ら ゆ る 乾 湿 交 番 試 験 装 置 の 用 途 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 乾 湿 交 番 試 験 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 乾 湿 交 番 試 験 装 置 の 乾 燥 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 １ 　 　 湿 潤 用 槽

　 １ １ 　 リ ザ ー ブ タ ン ク

　 ２ 　 　 乾 燥 用 槽

　 ２ １ 　 ブ ロ ア

　 ３ 　 　 塗 料 試 験 片

　 ４ 　 　 試 験 片 移 動 装 置

　 ５ 　 　 枠 体

　 ６ 　 　 エ ア シ リ ン ダ

　 ６ １ 　 ロ ッ ド

　 ６ ２ 　 制 御 部

　 ６ ３ 　 電 磁 弁

　 ７ 　 　 コ ン プ レ ッ サ

　 ７ １ 　 エ ア タ ン ク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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